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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
読
書
王
女
と
青
年
剣
士

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
９
０
６
Ｈ

【
作
者
名
】

　
緋
山

【
あ
ら
す
じ
】

　
三
つ
の
大
陸
が
存
在
す
る
世
界
、
三
角
世
界
。
停
戦
状
態
に
あ
る
三
大
陸
間

ト
ラ
イ
テ
ィ
ア

に
、
戦
乱
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
時
、
西
の
国
の
読
書
王
女
と
、
根
無
し
草
の
青

年
剣
士
、
ヴ
ェ
ル
は
出
会
う
。
二
人
は
戦
い
の
中
で
様
々
な
人
々
と
出
会
い
、

自
分
の
「
道
」
を
見
つ
け
て
い
く
…
…
剣
に
魔
法
に
騎
士
に
ロ
ー
テ
ク
な
機
械
、

割
と
何
で
も
ア
リ
の
三
角
世
界
で
起
こ
る
冒
険
戦
記
。
最
初
か
ら
レ
ベ
ル
１
０

０
の
主
人
公
と
、
世
間
ズ
レ
レ
ベ
ル
１
０
０
の
ヒ
ロ
イ
ン
が
駆
け
抜
け
る
日
々

を
、
ガ
ン
ド
コ
書
い
て
い
き
ま
す
。
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序
章
　
悲
劇
の
中
で
立
ち
上
が
る
者
　
－
ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
 

ｉ
ｎ
 

ｔ
ｈ
ｅ
 

ｒ
ａ
ｉ
ｎ
－

雨
が
降
っ
て
い
た
。

　
ヨ
ー
ラ
ン
ド
大
陸
の
首
都
パ
レ
ス
ト
ラ
は
、
ざ
ぁ
ざ
ぁ
と
降
り
し
き
る
雨
の

中
に
沈
ん
で
い
る
。

　
首
都
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
パ
レ
ス
ト
ラ
は
大
き
な
街
だ
。

　
城
門
を
く
ぐ
っ
て
街
に
入
る
と
、
目
の
前
に
一
本
の
大
き
な
道
が
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
と
い
う
ヤ
ツ
で
、
こ
の
街
を
初
め
て
訪
れ
た
観
光

者
は
皆
、
そ
の
長
大
さ
に
愕
然
と
す
る
事
に
な
る
。

　
こ
の
大
通
り
は
普
段
、
大
陸
中
か
ら
集
ま
っ
た
商
人
達
が
露
店
を
構
え
て
い

て
、
毎
日
が
祭
り
の
よ
う
な
活
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
で
さ
え
総
人
口
の

多
い
パ
レ
ス
ト
ラ
だ
が
、
大
通
り
の
喧
騒
は
レ
ベ
ル
が
違
う
。

こ
こ

　　
長
い
長
い
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
歩
い
て
行
く
と
、
街
の
中
央
に
あ
た
る
噴

水
広
場
に
行
き
当
た
る
。

　
そ
こ
か
ら
、
大
海
へ
の
玄
関
口
で
あ
る
港
へ
と
続
く
西
区
へ
の
道
、
『
王
城
』

へ
と
至
る
北
区
へ
の
道
が
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
て
い
る
。

　
と
て
も
良
い
街
だ
っ
た
。

　
貧
富
の
差
も
そ
れ
ほ
ど
無
く
、
一
般
市
民
を
危
険
か
ら
守
る
存
在
の
『
騎
士

団
』
は
住
民
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
住
民
に
は
笑
顔
が
満
ち
溢
れ
て
い
る
。
そ

ん
な
街
だ
っ
た
。

そ
ん
な
パ
レ
ス
ト
ラ
の
街
に
、
雨
が
降
っ
て
い
る
。
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そ
の
雨
は
、

 　
倒
壊
し
た
建
物
か
ら
立
ち
昇
る
炎
を
沈
め
、

　
路
上
に
転
が
る
人
々
の
死
体
か
ら
出
た
血
液
を
流
し
、

　
下
に
人
が
埋
も
れ
て
い
る
瓦
礫
を
意
味
も
無
く
濡
ら
し
、
 

　
壊
滅
し
た
パ
レ
ス
ト
ラ
中
央
区
に
、
ざ
ぁ
ざ
ぁ
と
降
り
続
い
て
い
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・

「
…
…
…
ッ
」

　
雨
の
降
り
し
き
る
パ
レ
ス
ト
ラ
中
央
区
で
、
男
が
一
人
、
満
身
創
痍
の
体
で

瓦
礫
に
も
た
れ
か
か
っ
て
い
た
。

　
堀
の
深
い
顔
立
ち
に
、
肩
ま
で
届
く
金
の
髪
。
紅
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
た
白
銀

あ
か

の
鎧
 

（
す
で
に
し
て
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
が
）
 

を
身
に
付
け
、
大
き
な
手
に

は
根
元
か
ら
折
れ
た
大
剣
が
握
ら
れ
て
い
る
。

　
男
は
全
身
に
走
る
痛
み
に
顔
を
し
か
め
、
荒
い
息
を
吐
い
て
い
た
。

　
そ
の
姿
は
、
差
し
詰
め
手
負
い
の
獅
子
…
…
と
い
っ
た
所
だ
ろ
う
か
。

　
デ
フ
ロ
ッ
ト
・
カ
ス
タ
ニ
エ
。

　
そ
れ
が
男
の
名
で
あ
り
、
そ
の
名
は
『
緋
紅
の
盾
騎
士
団
』
―
―
―
 

一
般

フ
レ
ン
・
マ
グ
ナ
イ
ト

市
民
を
危
険
か
ら
守
る
『
騎
士
団
』
副
団
長
の
も
の
だ
っ
た
。

　
首
都
パ
レ
ス
ト
ラ
に
於
い
て
、
そ
の
名
を
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
、
と
い
う
程

の
有
名
人
で
あ
る
。

「
痛
ッ
…
…
街
で
、
被
害
が
及
ん
だ
の
は
、
中
央
区
だ
け
な
の
、
か
…
…
？
」
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パ
レ
ス
ト
ラ
中
央
区
は
、
街
の
中
央
に
位
置
す
る
噴
水
広
場
を
中
心
に
広
が

る
、
半
径
８
ｋ
ｍ
の
地
域
の
事
だ
。
デ
フ
ロ
ッ
ト
の
呟
き
通
り
、
「
壊
滅
し
て

い
る
」
の
は
中
央
区
の
一
部
（
そ
れ
で
も
か
な
り
の
広
範
囲
だ
っ
た
が
）
だ
け

で
、
街
全
体
が
壊
滅
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
ワ
ケ
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
不
幸
中
の
幸
い
、
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。

　
北
区
方
面
に
望
む
『
王
城
』
は
健
在
で
、
救
助
隊
が
送
ら
れ
て
来
る
の
も
時

間
の
問
題
だ
ろ
う
。

　
最
も
、
既
に
失
わ
れ
た
命
は
戻
ら
な
い
の
だ
が
…
…

「
く
そ
ッ
…
…
…
フ
ェ
、
ル
、
シ
オ
…
…
」

　
副
団
長
デ
フ
ロ
ッ
ト
率
い
る
『
緋
紅
の
盾
騎
士
団
』
は
先
刻
、
噴
水
広
場
に

フ
レ
ン
・
マ
グ
ナ
イ
ト

て
、
と
あ
る
一
人
の
反
逆
者
と
剣
を
交
え
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
そ
の
反
逆
者
の
圧
倒
的
な
力
の
前
に
全
く
抵
抗
で
き
ず
に
敗
北
し
、
街
の
一

部
を
破
壊
さ
れ
、
逃
亡
を
許
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
…
ぜ
だ
、
フ
ェ
ル
シ
オ
…
…
ッ
！
」

　
街
の
平
和
を
守
る
べ
き
『
騎
士
団
』
　
に
身
を
置
き
な
が
ら
何
も
出
来
な
か

っ
た
事
実
に
、
デ
フ
ロ
ッ
ト
は
歯
噛
み
す
る
。
肩
は
怒
り
と
悔
し
さ
で
震
え
て

い
た
。

　
だ
が
、
彼
の
心
は
怒
り
よ
り
も
、
戸
惑
い
が
ス
ペ
ー
ス
の
多
く
を
占
め
て
い

る
。

　
止
む
気
配
の
無
い
雨
の
中
、
デ
フ
ロ
ッ
ト
は
フ
ラ
つ
く
足
で
立
ち
上
が
り
、

そ
の
顔
を
上
げ
、
曇
天
の
空
を
睨
み
つ
け
る
。
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
尊
敬
に

値
し
た
、
し
か
し
今
は
反
逆
者
と
な
っ
た
男
の
顔
。

　
満
身
創
痍
の
獅
子
は
天
に
向
け
、
吼
え
る
。

ほ
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「
何
故
だ
！
 

何
故
国
を
裏
切
っ
た
！
 

…
答
え
ろ
。

な
ぜ

…
答
え
ろ
ッ
！
 

フ
ェ
ル
シ
オ
・
ラ
ン
ス
ロ
ー
ド
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ

ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ッ
！
！
！
」

フ
ェ
ル
シ
オ
・
ラ
ン
ス
ロ
ー
ド
。

　
そ
れ
は
、
デ
フ
ロ
ッ
ト
達
が
敗
北
し
、
逃
亡
を
許
し
た
反
逆
者
の
名
で
あ
り
、

　
得
体
の
知
れ
な
い
力
で
こ
の
惨
状
を
作
り
上
げ
た
者
の
名
で
あ
り
、

こ
う
け
い

　
『
緋
紅
の
盾
騎
士
団
』
　
騎
士
団
長
の
名
だ
っ
た
。

フ
レ
ン
・
マ
グ
ナ
イ
ト

・
・
・
・

　
雨
が
降
り
続
く
。

　
振
り
続
く
雨
は
、
倒
壊
し
た
建
物
か
ら
昇
る
炎
を
鎮
め
、
生
者
死
者
の
区
別

無
く
、
人
々
の
体
を
容
赦
無
く
打
ち
据
え
る
。

騎
士
団
長
フ
ェ
ル
シ
オ
の
造
反
。

　
星
歴
１
２
４
０
年
春
、

　
ヨ
ー
ラ
ン
ド
大
陸
首
都
・
パ
レ
ス
ト
ラ
で
起
き
た
こ
の
事
件
は
、
数
百
人
の

死
者
を
出
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
世
界
で
巻
き
起
こ
る
戦
い
に
比
べ
れ
ば
大
し
た
数
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
立
派
な
悲
劇
と
し
て
、
パ
レ
ス
ト
ラ
史
上
に
刻
ま
れ
る

事
と
な
る
。

　
デ
フ
ロ
ッ
ト
は
険
し
い
表
情
の
ま
ま
、
３
６
０
度
に
広
が
る
街
の
惨
状
を
改

め
て
見
渡
す
。

　（
…
こ
の
光
景
を
、
お
前
が
作
り
上
げ
た
、
か
。
…
本
当
に
笑
え
な
い
な
）
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こ
れ
以
上
の
悲
劇
を
招
か
な
い
た
め
に
も
、
今
は
悲
劇
か
ら
立
ち
上
が
る
し

こ
こ

か
な
い
。

　
次
に
起
こ
す
べ
き
行
動
は
、
決
ま
っ
て
い
た
。

　
王
城
に
住
ま
う
王
族
へ
、
事
態
の
報
告
と
救
助
隊
の
派
遣
を
要
請
す
る
為
に
、

デ
フ
ロ
ッ
ト
は
城
へ
と
足
を
向
け
る
。
足
取
り
は
重
く
、
全
身
を
貫
く
痛
み
は

半
端
で
は
な
い
。
そ
れ
で
も
尚
、
彼
は
走
り
出
し
た
。

　（
救
え
な
か
っ
た
命
に
報
い
る
為
に
も
、
救
え
る
命
を
無
駄
に
は
出
来
ん
）

　
民
を
守
る
騎
士
と
し
て
、
デ
フ
ロ
ッ
ト
・
カ
ス
タ
ニ
エ
は
雨
の
中
を
駆
け
る
。

こ
れ
が
、
と
あ
る
三
角
世
界
の
冒
険
譚
が
幕
を
開
け
る
、
少
し
前
の
話
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

読書王女と青年剣士

2010年11月21日14時47分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n6906h/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
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